
フリースクール等民間支援団体での支援（ハンドブックP44,90,91） 

 〇フリースクールの運営、フリースペースの提供による居場所支援や学習支援 

 〇家庭へ出向いての訪問支援 

 〇電話や来所相談への対応や親の会・家族会等の開催による保護者支援 

教育支援センター（適応指導教室）での支援（ハンドブックP43,88） 

  教育相談員等の職員が在籍していて、来所や電話、訪問や巡回による相談を行っています。指導内容

は、教科の学習指導をはじめ、生活指導や軽スポーツ活動、教育相談等を行っています。さらには、自

然体験等の野外活動や調理実習、ものづくり、合宿等を行うこともあります。 

※相談形態及び指導内容は、各教育支援センターで異なります。 

 

第２回村山地区協議会  １０月７日（金）        オンライン開催 

 

組織的支援のキーワード（ハンドブックP25） 

 〇みんなでやる 

 〇今、これからできることを探す 

 

 

 

効果的なケース会議の実施（ハンドブックP25） 

〇当事者（児童生徒、保護者、学級担任）の混乱を整理

し、不安や焦りを和らげる 

〇適切なタイミングで行う 

〇共通理解・情報共有が必要なメンバーが集まる 

〇短時間で効率よく次のステップと見通しを確認する 

 

 

 

 

不登校児童生徒の 

支援ハンドブック 

教育相談委員会が情報共有にとどま

っていたので、次の具体的な手立てを

話し合える会となるようにしたい。 

日常的に少しの時間でも子供の話をす

ることで、個々の見取る力が高まり、チ

ームとしての力も高まると感じた。 

伝統芸能育成事業 子ども伝承活動ふるさと塾 （通称：「ふるさと塾」） 

山形県教育委員会が主催する「ふるさと塾」は、郷土愛の醸成、地域コミュニティの活性化、地域文

化の保存伝承を通じて、子供の社会力の育成を目指し、ふるさと山形の生活文化や伝統芸能等を教え

合い、学び合いながら、伝承していく活動を推進することを目的としています。 

ふるさと塾「出前講座」では、学校や「ふるさと塾賛同団体」が、地域の文化や伝統芸能の伝承に携

わっている方を講師として招き、体験的な活動等を通して学習することができます。 

『醍醐の宝ホタルを守るぞ！大作戦！！～プロジェクト DT～』 

❊ 寒河江市立醍醐小学校 4・5年生 ❊ 

だいごのたから 

🌸～『ふるさと塾』に関連する情報は「社会教育課ホームページ」よりご覧いただけます～🌸 

❉ もっと詳しく知りたい！ 

☚「ふるさと塾」詳しい内容・分野一覧へ 

❉ 活動の様子を映像で見たい！ 

☚『ふるさと塾アーカイブス』へ 

❉ どんな団体が賛同しているのか知りたい！ 

☚「ふるさと塾」賛同団体一覧へ 

❉ 賛同団体に登録するにはどうすればいいの？ 

☚「ふるさと塾」賛同団体登録用紙へ 

 

❶講師作成のスライドで、ホ

タルが生息するために必要

な環境やホタルへの関わり

方について学びました。 

❸幼虫の標本を見せてもら

い、成虫に変態する前後の体

形の変化に驚きの声が上が

りました。 

❷「なぜ、ホタルの種類によっ

て点滅の違いがあるのか⁉」

等、今後追究したいことを発表

しました。 

❹事前学習で調べたことが、

講話を受けることでさらに

深まりました。 

 
詳細はこちらへ 

社会教育課ホームページ 

⦿ 今年度の出前講座の募集は終了しました。  【 お問合せ ： ☎（0237）86-8274  村山教育事務所 社会教育課 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

全国的に不登校児童生徒数が増加している中、山形県も同様に増加傾向にあります。不登校児童生徒へ

の支援の在り方について、これまでの取組みを礎にしつつも、新たに付加するべき視点がないかを今一度

検討し、優先的・重点的に実施すべき方策を整理することが求められています。そこで、不登校児童生徒

の支援ハンドブック詳細版（以下ハンドブック）に基づいた研修を実施しました。 

 

（ハンドブックP5） 

不登校児童生徒への支援は、「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく、 

児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立することを目指す必要があること。 

 

（ハンドブックP5） 

◇校長のリーダーシップの下、教員だけでなくスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとも

連携協力し、組織的な支援体制を整えること。 

 

 

 

 

 

 

 

◇個々の状況に応じて、教育支援センター、フリースクールなどの民間施設、ICTを活用した学習支援な

ど多様な教育機会を確保すること。 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

村山教育事務所だより 

「E-NEWSむらやま」で検索または 右記二次元コードから。バックナンバーも見ることができます。 
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不登校児童生徒への支援に対する基本的な考え方 

学校等の取組みの充実 

参加者の声 

学級担任などの抱え込みを防ぐ、 

解決志向が大切です！ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

醍醐小学校区を流れる田沢川は、ホタルの

生息地として多くの人に愛されています。 

醍醐小学校４・５年生の児童は、「総合的な

学習の時間」で水辺環境について調べ学習を

行いました。その後、ホタルの保全活動に取り

組む「東沢ホタルの会（山形市）」の講師の方か

ら、「ホタルを取り巻く生態系」について詳しく

説明していただきました。 

児童は、うなずきながら聞いたり、熱心にメモ

を取ったり意欲的に学びました。振り返りの場

面では、児童から「なぜ、ホタルの種類によって

点滅の違いがあるのか？」や「なぜ、ホタルを

数える単位が、１頭２頭なのか？」等の質問が

出されて、新たな問いが生まれたり、学びが深

まったりする様子が見られました。 

出前講座を通して、児童は、「自分達がホタ

ルを守るために何ができるか」を考え、地域の

良さを受け継ぐきっかけとなりました。 


